
福 祉

１教科「福祉」の教育課程の編成

（１）基本的な考え方

著しく増大する国民の福祉ニーズの高度化、多様化とともに、高齢者や障害者へのき

め細かなサービスに対応できる専門的な技術を有する人材の育成と確保のために、教科

「福祉」が創設された背景や経緯をふまえ、教科の目標が-1-分達成されるよう教育課程

を編成する必要がある。また、教科「福祉」は、社会福祉に関する基礎的・基本的な知

識と技術を総合的、体験的に習得させ、社会福祉の理念と意義を理解させるとともに、

社会福祉に関する諸課題を主体的に解決し、社会福祉の増進に寄与する創造的能力と態

度を育成することをねらいとしていることから、介繊福祉士国家試験受験資格を目指す

教育課程を編成する必要がある。

（２）配慮すべき事項

ア教科「福祉」の原１１Ｉ履修科目である「社会福祉基礎」及び「社会福祉減習」は、科

目の性格やねらいなどから、「社会福祉基礎」は低学年で、「社会福祉演習」は高学年

で履修させること。

イ教科「福祉」は、社会福祉に関する内容の系列であるが、今回の学習指導要領での

位置付けでは、介遡福祉士国家試験受験資格と関連の深い専門教科となっていること

から、「社会福祉士及び介護福祉士法施行規則｣第２１条の別表第一に定める科目及び

単位数に配慮すること。

（３）特色ある教育課程の編成
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牧科 科目
{上穐近

栂ｉＷｌｌ位

Ａ枚(福祉科）

１年 ２年 ３年 合計

B枚(細祉科）

１年 ２年 ３年 合iiI.

C佼(２年からコース制）

1斗； ２年 ３年 合叶

、技(総合学科）

1年 2年 3年 合計。

家腿(iMf） ④家庭総合 ４ ２ ２ ４ ２ ２ ４ ２ ２ ４ ２ ２ ４ 

愉報 燗報Ａ ２ ｉｎ祉価報処理で代替 |IRI祉愉１１１処理で代持 福祉愉報処理で代杵 ２ ２ 

lIUi杣 ④社会福祉基礎

②社会福祉制度

④社会福祉援助技術

⑥基礎介題

⑥tt会福祉英習

①ｷl･今福祉減習

福祉悩報処理 ６４６６Ｍ６４ 一一一一一一一２２２２２２２ ２２２ ２２２５ ２２２５４ ４２４６ｍ４２ 
２ 

２２２ ２２４２２ ２２２２ ４２４６６４２ 
４ 

２２３３２ ２３３４ ４２４６６４２ ４２３２ ２２３４４ ４２４６６４ 
禰迩 ④看護蕊礎医学 ９～1０ ２ ２ ４ ２ ？】 ４ ２ ２ Ｉ ↓ ↓ 

家座(W【） フードデザイン ２～８ ？》 ２ 

総合的な学稗の時ⅢＩ 社会福祉演習で代替 社会IlHIil:iUJiWで代替 社会福祉菰習で代待 ７】 ３ 

特色

・各科目前の②、④、⑥の数2i:は
介鍛福祉士受験資格にかかわるj１t
位数であり､合計は3411t位になる。

・社会福祉実習の
ｌ1位数を多く履修
させ、介獲等に関
する尖践力の定耕
を目指す。
・フードテザイン

を脳修させ、itlillll
介護貝として必要
とされる、よ')確

典な技能を身に付
けさせる。

・離礎的な科ロ
(社会Ⅱi祉雄礎、
鵬礎介iMi、肴繊基
礎医学)とキ18会IlIi
祉英判を】年から
M1催させることに
より、鋼義と爽謝
の一体化をIjU1り、
雑礎的な知載と技
術のより確かな定
桁をⅡ桁す。

・福祉の基礎的な

科目（社会桶ｔＭｆ
礎）を１年で４ｌｔ
位脳修きせ、杜会
福祉の向｣1を図ろ
能力と積極的な態

度を育成し、目的
意識を持たせて１１１
祉コースに進ませ
る

・介i】Q編制:士受験
賛桁を収ｲﾘするた
めの科11及び」1t位
を２，３年で災ＩＩＪ
してliIl催させるこ
とから、１年での

巡跳ガイダンスが
大切である。
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２指導計画と内容の取り扱い

（１）指導計画作成上の留意点

ア福祉に関する各学科においては、「社会福祉基礎」及び｢社会福祉演習」を原則とし

てすべての生徒に履修させること．

イ福祉に関する各学科においては、原則として福祉に関する科目に配当する総授業時

数の10分の５以上を実験・実習に配当すること。

ウ地域や福祉施設、産業界などとの連携を図')、就業体験を積極的に取り入れるとと

もに、社会人講師を積極的に活用するなどの工夫に努めること。

（２）内容の取り扱い

ア「社会福祉実習」や「社会福祉演習」における現場実習及び具体的な事例の研究や

ケアプラン作成に際しては、プライバシーの保護に十分留意すること。

イ各科目の指導に当たっては、コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を図

り、学習の効果を高めるようにすること。

３指導計画の作成

科目「社会福祉基礎」４単位の指導計画（例）
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学期 月 迎数
Ⅱ！ ＪＵ 

(ねらい）
指弾項目 指導のねらい 時数 駈廊聯頓

１ 

４５ 

６７ 

３３ 

４２ 

(1)刃U代社会と社会福祉

現代社会における家族形態や生活

椛途などの社会櫛造の変容力牡会

福祉に及ぼす彫智、標準的な家族

のライフサイクルと社会柧祉のか

かわりについて取I)上げ、社会縞

祉に関する基礎的な知識を習得さ

せるとともに、現代社会と社会編

杜のかかわりについて理解きせる

(2)社会福祉の理念と意義

白祓小活斐援にかかわる基本的な

社会福祉サービス及び自立生活支

援、雅本的入梅の尊皿などを含む

社会福祉の理念や社会保障制度の

概要について取扱い、社会福祉の

理念と意溌について理解させる。

l社会櫛造

の変容と

社会縞祉

２ライフサ

イクルと

社会福祉

１回正生活

支扱と社

会福祉

２社会掘杓ト

の理念

産業化・都市化や家族形態の変化、地域社会の変化など

による家族の扶養能力の低下や介護の社会化などについ

て、世帯栂成の変化や就業意識の変化などについて取り上

げ、家族形1,1や生活椛逓の変容力牡会iii社に大きく影響し

ていることを理解させる。

家族のライフサイクルをモテルケースとして、時代の経

趣に伴う変化について取り上げ、各ライフステージにおけ

る社会保障制皮とのかかわりや福祉ニーズの変化などを]BＥ

解させる。

社会橘祉の理念が、縫済的救済から自立生活支援へと変

化してきたことを取り上げ、多梯な自立生活を支える蕊本

的な社会１Ｍ祉サービスの考え方について理解させる。

社会福祉の理念については、日本国憲法が規定している

生存樅などを取り-kげ、我が国の社会保障と社会緬祉体系

の概略、制度や民ＩＨＩ活動としての社会福祉について理解ざ

せる。

2４ 

2４ 

社会概逓

の変容を慨

慨させる。

モテル

ケースを用

いて理解ざ

せる。

雛本的な

社会福祉

サービスを

扱う

社会保障

を中心に扱

フ。

２ 

８９、

０１２ 
１ 

１ 

１ 

１４２ 

２４３ 

(3)社会緬祉の歴史

欧米諸国やロ本の社会福祉の歴史

を取り扱い、どのような歴史的経

過を総て社会佃祉が成立してきた

のか、欧米諸国と日本との状況を

対比しつつ理解させる。

(4)社会福祉分野のBUtRと課題

社会福祉の各分野が生まれてきた

社会的背最と理念、ｉｆ分野の代表

的な施莱の厭聾とＨ１状などについ

て理解させるとともに、社会福祉

のｲi-分針の課題について考えさせ

る。

l欧米にお

ける社会

福祉

２Ｈ本にお

ける社会

福祉

ｌ公的扶助

２児童家庭

福祉

３高齢肴.

障害者梱

社

4地域編社

英国における社会緬祉発展の厭妥を中心に扱い、福祉同

家形成の過程を理解させる。また、アメリカ合衆国やス

ウェーデンなどにおける歴史的展IHIを学稗することによっ

て現在の社会福祉とどう結びついているかを理解させる。

我が国における社会佃祉について、社会福祉が制度とし

て確立されていくIﾘ]拾以降を中心に扱い、我が国の社会iHi

祉の歴史的な鵬開を其体的に理解させる。

それぞれのIfIl庇が生まれてきた社会的背j;t、理念、３ujt

について理解させるともに、制度の課廻について考えさせ

る。

在宅WHi社や施設佃祉のいろいろなサービスや社会福祉砲

詮、関係機関を取り上げるとともに、地域描祉の認廻につ

いて瀞えさせる。また、地域福祉の推進を図るための様々

な福祉関連資源とその活用についても収I)上げる。

2８ 

3６ 

欧米諸EＩ

とＨ本の状

況を対比し

つつ理解ざ

せる。

生活保謹

制度、児遮

家庭佃祉や

高齢者110係

法を取り上

げる。

３ 

１ 

２３ 

１ 

３３ 

(5)社会編社の担い手と杜全編社への

展翅

社会禍祉を刺適していくためには、

社会福祉従事者だけでなく、相互

扶助の桁仲に錐づいた国民一人一

人の意識改革が必要であることに

ついて理解させる。

1社会福祉

の担い手

と社会福

祉への腰

望

1Wi祉杜会をｶﾘ適していくために必要とされる社会編祉従

率肴とその専１冊1性などの概要及び相互扶助の梢神に基づい

た国民一人一人の意識改縦の、要性について取I)上げ、基

本的人拙を蝋凧するＨかな福祉社会のiiﾘ造について理解ざ

せる。

2８ 社会福祉

に関する学

刊の基本的

心梢えが身

に付くよう

にする。
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４質疑応答

問１教科｢福祉｣の専門科目を履修することによって､代替できる必履修科目は何か。

(1)専門教育を主とする学科における各教科･科目の履修（第１章総則第３款の２の(2)）

Ｉ ’ 
専門教育に関する各教科・科目の履修によって、必履修教科・科目の履修と同様の

成果が期待できる場合においては、その専門教育に関する各教科・科目の履修をもっ

て必履修教科・科目の履修の一部又は全部に替えることができること。

福祉に関する学科では、専門科目を履修することによって普通教科の必履修科目と同

様の成果が期待できる場合においては、その専門科目の履修をもって必履修科目の履修

の一部又は全部に替えることができる。

ア「福祉情報処理」の履修により、普通教科「情報」に関する科目の履修に代替でき、

全部を代替する場合、履修単位数は２単位以上必要である。

イ看護に関する学科では「基礎看護」や「看護基礎医学」等の履修によって普通教科

「保健」と代替できるが、福祉に関する学科が「看護基礎医学」の履修によって普通

教科「保健」に代替する場合は、「基礎看護医学」と「保健」の目標や内容、代替の範

囲について対比表を作るなど、十分な検討を行い、同様の成果が期待できる場合に代

替することができる。

(2)職業教育を主とする学科における総合的な学習の時間の特例(第１章総則第４款の６）

職業教育を主とする学科においては、総合的な学習の時間における学習活動により

農業、工業、商業、水産、家庭若しくは情報の各教科に属する「課題研究｣、「看護臨

床実習」又は「社会福祉演習」（以下「課題研究等」という｡）の履修と同様の成果が

期待できる場合においては、総合的な学習の時間における学習活動をもって課題研究

等の履修の一部又は全部に替えることができる。また、課題研究等の履修により総合

的な学習の時間における学習活動と同様の成果が期待できる場合においては、課題研

究等の履修をもって総合的な学習の時間における学習活動の一部又は全部に替えるこ

とができる。

福祉に関する学科では、「社会福祉演習｣を履修することによって、総合的な学習の時

間と同様の成果が期待できる場合においては、「社会福祉演習｣の履修をもって総合的な

学習の時間の履修の一部又は全部に替えることができる。

問２介護福祉士国家試験受験資格を得るために履修しなければならない科目名は何

か。また、その科目の最低履修単位数はいくらか。

－１０９－ 
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(1)介護福祉士国家試験受験資格について

高等学校においては、社会福祉士及び介護福祉士法施行規則第21条別表第一により定

められている科目及び単位数を履修した者には、実務経験３年に準ずる者として介護福

祉士国家試験の受験資格が与えられる。

また、－部改正された別表第一は平成14年４月１日から施行されることから、平成１５

年度以降の入学生については、この改正された別表第一が適用されるため、３４単位の

履修で受験資格を取得することができる。

(2)介謹福祉士国家試験受験資格に関わる科目名及び最低履修単位数について

－部改正された別表第一（表１）と平成８年８月21日厚生省令第５１号で定められて

いた別表第一（表２）の科目名及び単位数は次のとおりである。

表２表１

(3)主な改正点について

①科目「社会福祉基礎」の単位数が２単位から４単位に増加した。

②科目「老人介護」が「基礎介護」へ名称を変更し、単位数が４単位から６単位に増

加した。

③科目「社会福祉演習」の単位数が２単位から４単位に増加した。

④新学習指導要領の実施により、必履修科目が「家庭一般」から「家庭総合」になる。

⑤科目「被服」・「食物」が削除された。

⑥科目「基礎看護」が削除された。

⑦選択科目が削除された。

⑧３８単位から34単位での受験が可能となった。

－１１０－ 

教科 科目 単位数

福祉 社会福祉基礎

社会福祉制度

老人介護

社会福祉援助技術

社会福祉実習

社会福祉演習 ２２里４６２
家庭 家庭一般

被服

食物 ４２２ 
看護 看護基礎医学

基礎看護 ４里
選択科目

（１科目）

社会福祉演習

家庭経営・住居

成人看護

２ 

合計 犯一

教科 科目 単位数

福祉 社会福祉基礎

社会福祉制度

基礎介護

社会福祉援助技術

社会福祉実習

社会福祉演習 ４２６４６４ 
家庭 家庭総合 ４ 

看護 看謹基礎医学 ４ 

合計 3４ 
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